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別紙_業務フロー

• 本資料は、広域被災データベース・システムの導入に際し、起動・運用・停止に関する業務を「人が行う
作業」と「システムが行う作業」に分けて示したものです。

• システムの標準仕様が業務の中でどのような位置づけにあるのかを明確にし、地方自治体職員および事
業者の共通理解を促すことを目的としています。

• 本業務フローは石川県における事例を基に参考として位置づけています。実際に導入する地方自治体ご
とに、個別にカスタマイズしてご活用ください。

◼ 本資料の位置づけ

◼ 目次

I. 作成ルール ：2p～

II. システムの起動 ：4p～ (導入手順書_3.6)

III. システムの運用 ：10p～ (導入手順書_3.7)

IV. システムの停止 ：13p～ (導入手順書_3.8)
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ⅰ.作成ルール
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ⅰ.作成ルール

◼ 業務フローは、以下凡例を用いてBPMN（地方公共団体の基幹業務システムの標準仕様における業務フ
ローについて）のルールに則り作成しています。

# フロー名称 オブジェクト 内容

1 作業(アクティビティ) 業務プロセスを構成する具体的な作業

2 システム 利用するシステム

3 プロセス・ページ間のリンク 番号を振って同じ番号のところにリンク

4 業務の分岐 条件によって業務処理の流れが変わる際の条件分岐

5 業務プロセスの接続線 各業務プロセスへの接続

6 業務の終了 業務の終了

#

XXの場合

△△の場合

End
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ⅱ.システムの起動
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システムの起動（1/5）

業務プロセス ①-1. DB起動判断

市町村
長

システム
担当

市
町
村

システム
担当

システム

都
道
府
県

広
域
災
害
の
発
生/

お
そ
れ

1

DB起動
要請

災害対策
本部の設置

設置

見送り

個別判断
基準

適用

E
n
d

非適用

災害救助法
の適用可否

非適用

適用

DB起動
要請要否

要

E
n
d

不要

災害対策
本部の設置

設置

見送り

2 2

DB起動
判断

(発令)

3-1.

3-2.

システム
起動確認

システム起動
確認通知
受領

通知

マスタデータ
（基本情報）
の範囲及び
基準日の決定

協議

マスタデータ
（基本情報）
範囲及び
基準日協議

DB起動
通知

起動の判断に
必要な
情報収集

危機管理
担当

危機管理
担当

災害応急
対策
責任者
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システムの起動（2/5）

業務プロセス ②被災者台帳の作成

市町村
長

システム
担当

市
町
村

住民
基本台帳
システム

被災者
台帳システム

データ
抽出

データ
登録

2

3-1.

3-2.

システム
担当

システム

導入
主担当

都
道
府
県

被災者台帳
作成方法の決定

住基情報を基に作成
する場合

被災者台帳
作成の決定

その他情報を基に作
成する場合

参照データ
取得

被災者台帳
記載項目の
決定

危機管理
担当

災害応急
対策
責任者
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システムの起動（3/5）

業務プロセス ③ー１．データの受け渡し

市町村
長

システム
担当

市
町
村

データ
抽出

マスタデータ
（基本情報）

提供
依頼受領

データ
取りまとめ

マスタデータ
提供

3-1

マスタデータ
（基本情報）
提供依頼通知

作成

提供依頼
内容の
確認

被災者
台帳

マスタデータ
受領

マスタデータ
登録

広域被災者DB・
システム

提供
依頼通知
発出

4

【補足】都道府県から市町村あてのデー

タ提供依頼は、知事をはじめ危機管理

担当、システム担当、その他住宅関係

の担当等幅広く通達が行われる

システム
担当

システム

導入
主担当

都
道
府
県

危機管理
担当

災害応急
対策
責任者
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システムの起動（4/5）

業務プロセス ③ー２.アカウント付与

市町村
長

システム
担当

市
町
村

3-2

必要情報
整理

アカウント
申請

連絡
受領

ログイン

ログイン
確認

異常あり

正常

広域被災者DB・
システム

申請
受付

アカウント付与
一覧表
アカウント
付与

付与完了
連絡

4
ログイン
確認

正常

異常あり

【補足】市町村から委託する支援者が

システム起動時点で判明している場合、

支援者分含めて市町村にて必要情報

整理～アカウント申請までを行う

システム
担当

システム

導入
主担当

都
道
府
県

アカウント付与
一覧表
照会

修正有無

無し

報告
受領

有り

E
n
d

原因分析

★

対応 ★
対応完了
連絡

危機管理
担当

災害応急
対策
責任者
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システムの起動（5/5）

業務プロセス ④データ確認

市町村
長

システム
担当

市
町
村

4

広域被災者DB・
システム

マスタデータ
確認

データの
異常有無

3.6システムの運用へ

異常あり

正常

ベンダー
コミュニケーション

ベンダーによる
修正対応の
完了確認

連絡受領 4 に戻る

システム
担当

システム

導入
主担当

都
道
府
県

市町村
対応

市町村への
対応依頼

あり

なし

3.6システムの運用へ

個人情報
ファイル簿の
作成

個人情報
ファイル簿の
公表

E
n
d

危機管理
担当

災害応急
対策
責任者
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ⅲ.システムの運用
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システムの運用

業務プロセス ①システム運用準備

市町村
長

システム
担当

市
町
村

システム
担当

支援者

システム

都
道
府
県

支
援
者

市町村における
支援業務・
制度一覧
作成

都道府県における
支援業務・
制度一覧
作成

支援関係者
役割一覧
作成

支援関係者
役割一覧
作成

データ連携
計画策定

協議結果
共有

協議結果
とりまとめ

必要データ/
収集方法/
優先度
協議

DBへ取り込む
対象データ/

データ連携方法
協議

【補足】優先度は、支援対象者の数や

特性、支援者の範囲などを考慮する

協議結果
共有

協議結果
受領

協議結果
受領

シ
ス
テ
ム
運
用
業
務

【補足】システム運用業務として、

健康管理業務や、見守り支援業

務が挙げられる

3
.6

シ
ス
テ
ム
起
動

1 2

危機管理/
福祉
担当

危機管理/
福祉
担当

災害応急
対策
責任者
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システムの運用

業務プロセス ②定期的な有用性の評価

市町村
長

システム
担当

市
町
村

システム
担当

支援者

システム

都
道
府
県

支
援
者

業務における
システム
有用性の
評価依頼

有用性の評価
改善事項の
洗い出し

評価結果
取りまとめ

評価結果
共有

評価結果
受領

改善方針
協議

有用性の評価
改善事項の
洗い出し

停止
可能性
あり？ あり

なし
2

依頼
引受

依頼
引受

改善方針
取りまとめ

改善方針
共有

改善方針
受領

改善方針
受領

E
n
d

E
n
d

【補足】有用性の評価に当たっては、DB

利用しているすべての担当とのコミュニ

ケーションが必要

【補足】有用性の評価基準の例として

は以下が挙げられる

✓ 支援制度の申請数/申請率、利用

者数/利用率

✓ 今後実施予定の支援策の有無

✓ 支援対象者数 等

評価結果
共有

【補足】都道府県から委託された支援

者は都道府県に、市町村から委託され

た支援者は市町村に対して、評価結果

を共有することを想定している

シ
ス
テ
ム
運
用
業
務

2

に戻る

3.8
システム
停止へ

【補足】都道府県内

部での共有も含む

危機管理/
福祉
担当

危機管理/
福祉
担当

災害応急
対策
責任者



-13-

別紙_業務フロー

ⅳ.システムの停止
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システムの停止（1/4）

業務プロセス ①停止判断

市町村
長

システム
担当

市
町
村

システム
担当

支援者

都
道
府
県

支
援
者

システム
利用状況の
確認依頼

利用状況
確認

利用状況
取りまとめ

利用状況
共有

利用状況
受領

依頼
引受

運用継続
要否の協議

利用状況
取りまとめ

方針決定

停止？

停止

継続
1

2

協議結果
共有

協議結果
受領

協議結果
受領

E
n
d

E
n
d

広域被災者
DB・システム

システム

【補足】利用状況の確認に当たっては、

DB利用しているすべての担当とのコミュ

ニケーションが必要

シ
ス
テ
ム
運
用
業
務

1

【補足】システム利用状況確認のための

指標の例としては以下が挙げられる

✓ アクティブユーザー数

✓ 直近アクセス数の推移 等

危機管理
担当

災害応急
対策
責任者

危機管理
担当
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システムの停止（2/4）

業務プロセス ②停止日時の決定

市町村
長

システム
担当

市
町
村

システム
担当

支援者

システム

都
道
府
県

支
援
者

停止に伴う
要対応事項の
協議依頼

2

新たな
情報連携
方法の決定

新たな
情報連携
方法の決定

依頼
引受

E
n
d

依頼
引受

E
n
d

停止計画
決定

停止計画
共有

3

停止計画
の協議

停止日時
確認

【補足】停止計画の例としては以下が

挙げられる

✓ 停止対象アカウント

✓ 停止日時・停止までのスケジュール

✓ データ引継ぎ方法等

【補足】新たな情報連携方法の決定に

あたっては、DB利用しているすべての担

当とのコミュニケーションが必要

停止計画
周知

停止計画
周知

停止日時
確認

E
n
d

【補足】チラシやHP等

での、被災者に対する

周知を含む

危機管理
担当

危機管理
担当

災害応急
対策
責任者
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システムの停止（3/4）

業務プロセス ③アカウント停止

市町村
長

システム
担当

市
町
村

システム
担当

支援者

システム

都
道
府
県

支
援
者

データの
バックアップ

3

停止の
通達

4

アカウント
停止

広域被災者
DB・システム

E
n
d

停止確認

広域被災者
DB・システム

通達
受領

通達
受領

4

危機管理
担当

危機管理
担当

災害応急
対策
責任者
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システムの停止（4/4）

業務プロセス ④データ引継ぎ～代替システムの運用開始

市町村
長

システム
担当

市
町
村

システム
担当

支援者

システム

都
道
府
県

支
援
者

データ
受け渡し

4

データ
受領

広域被災者
DB・システム

広域被災者
DB・システム

格納
連絡

連絡受領

不要データ
削除

代替
システム

データ
格納

完了
連絡

連絡
受領

連絡
受領

連絡受領

E
n
d

代替システムの
運用開始

開始連絡

連絡
受領

代替
システム

連絡
受領

E
n
d

E
n
d

危機管理
担当

危機管理
担当

災害応急
対策
責任者
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